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最
も
古
い
外
来
語 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

豊 

泉 
 
 

清 

  

外
来
語
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
言
葉
と
言

い
換
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
外
国
か
ら
入
っ
て
き
て
日
本
語
に
定
着
し
た

言
葉
と
定
義
で
き
る
。
す
る
と
、
あ
る
外
来
語
の
元
の
外
国
語
は
何
語

か
、
い
つ
の
時
代
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
か
、
ど
ん
な
経
緯
で
日
本
語

に
定
着
し
た
か
と
い
う
、
三
つ
の
観
点
か
ら
考
祭
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
身
近
な
外
来
語
を
選
ん
で
身
元
調
べ
を
試
み
て
み
た
。 

 

現
代
国
語
は
外
国
語
や
外
来
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
の
が
原
則

だ
が
、
明
治
時
代
に
は
外
来
語
を
片
端
か
ら
漢
字
に
置
き
換
え
る
風
習

が
あ
っ
た
。
子
供
の
頃
に
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）、
燐
寸
（
マ
ッ
チ
）、
瓦

斯
（
ガ
ス
）、
硝
子
（
ガ
ラ
ス
）、
煙
草
（
タ
バ
コ
）、
煙
管
（
キ
セ
ル
）、

基
督
（
キ
リ
ス
ト
）、
酒
精
（
ア
ル
コ
ー
ル
）、
金
糸
雀
（
カ
ナ
リ
ア
）、

提
琴
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
馴
鹿
（
ト
ナ
カ
イ
）、
仙
人
掌
（
サ
ボ
テ
ン
）

な
ど
と
い
う
漢
宇
表
記
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
。
因
み
に
浪
漫
は

RO
M

AN
CE

（
ロ
マ
ン
ス
）
の
、
画
廊
はG

ALLERY

（
ギ
ャ
ラ
リ

ー
）
の
、
簿
記
はBO

O
K

 K
EEPIN

G

（
ブ
ッ
ク
・
キ
ー
ピ
ン
グ
）

の
音
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
。
純
粋
の
漢
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は

英
語
の
発
音
に
基
づ
い
て
、
明
治
時
代
に
日
本
人
が
創
案
し
た
新
し
い

漢
字
表
記
で
あ
る
。 

 

ま
た
明
治
時
代
に
は
英
語
の
意
訳
も
試
み
ら
れ
た
。

PH
ILO

SO
PH

Y

の
哲
学
や
、ECO

N
O

M
Y

の
経
済
は
明
治
時
代
に

当
時
の
文
化
人
が
創
案
し
た
新
語
だ
か
ら
僅
か
百
年
少
々
の
歴
史
し
か

な
い
。PH

ILO

は
愛
す
る
、SO

PH
Y

ほ
知
識
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語

に
出
来
し
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
直
訳
す
れ
ば
「
知
る
こ
と
を
好
む
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
ま
たECO

は
家
を
、NO

M
Y

は
法
則
を
意
味

す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
す
る
か
ら
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
「
家
庭
を
支
配

す
る
法
則
」
と
い
う
直
訳
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
知
識
人

は
漢
文
の
造
詣
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

余
談
だ
が
、
中
国
語
は
全
て
漢
字
で
表
記
す
る
か
ら
、
外
来
語
も
片

端
か
ら
漢
訳
し
て
い
る
。電
視（
テ
レ
ビ
）、電
脳（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）、

導
弾
（
ミ
サ
イ
ル
）、
独
軌
車
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）、
巨
型
客
機
（
ジ
ャ
ン

ボ
・
ジ
ェ
ッ
ト
機
）
な
ど
は
漢
字
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
か
ら
日
本
人
で

も
何
と
な
く
理
解
で
き
る
。
コ
カ
コ
ー
ラ
を
中
国
で
は
「
可
口
可
楽
」

と
漢
訳
し
て
い
る
。
中
国
語
で
発
音
す
る
と
あ
た
か
も
コ
カ
コ
ー
ラ
の

よ
う
に
聞
こ
え
る
。「
口
に
す
べ
し
、
楽
し
む
べ
し
」
と
解
釈
で
き
る
か

ら
、
発
音
と
意
味
の
両
面
か
ら
、
商
品
の
宣
伝
も
兼
ね
て
二
百
点
満
点

の
名
訳
だ
と
私
は
評
価
し
て
い
る
。 
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現
在
の
外
来
語
は
戦
後
の
米
国
の
影
響
に
よ
り
、
大
半
は
英
語
に
由

来
す
る
。
日
本
語
に
は
、
原
子
力
発
電
所
を
原
発
、
健
康
保
険
を
健
保
、

土
木
建
築
を
土
建
、
私
立
大
学
を
私
大
の
よ
う
に
短
縮
し
て
使
う
言
葉

が
無
数
に
あ
り
、
長
い
綴
り
の
英
単
語
も
や
は
り
日
本
語
風
に
短
縮
し

て
使
う
傾
向
が
あ
る
。 

エ
ア
コ
ン 

（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
）  

調
節 

パ
ソ
コ
ン 

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）  

電
算
機 

ゼ
ネ
コ
ン 

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
） 

建
設 

リ
モ
コ
ン 

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

 
 

制
御 

マ
ザ
コ
ン 

（
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）   
劣
等
感 

コ
ン
で
終
わ
る
略
語
が
い
く
つ
も
あ
る
。
語
尾
の
コ
ン
だ
け
は
共
通

だ
が
、
元
の
英
語
は
全
て
異
な
る
単
語
で
あ
る
。
若
い
世
代
が
本
来
の

英
語
の
意
味
も
知
ら
ず
に
最
初
か
ら
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
略
語
だ
け
を
口

に
し
て
い
る
と
、
日
本
語
も
浅
薄
な
理
解
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
言
語

感
覚
が
鈍
麻
す
る
と
私
は
危
慎
し
て
い
る
。 

 

明
治
維
新
の
開
国
政
策
に
よ
り
、
西
欧
の
文
物
が
怒
涛
の
如
く
日
本

に
流
入
し
て
き
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な

ど
の
ド
イ
ツ
語
や
、
オ
ペ
ラ
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
テ
ン
ポ
、
ピ
ッ

コ
ロ
な
ど
、
音
楽
領
域
の
イ
タ
リ
ア
語
や
、
ア
ト
リ
エ
、
デ
ッ
サ
ン
、

ポ
ー
ズ
、
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
美
術
領
域
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
そ
の
分
野

の
専
門
家
で
な
く
て
も
容
易
に
理
解
で
き
る
ほ
ど
広
く
一
般
庶
民
の
間

に
定
着
し
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
ド
イ
ツ
語
の

発
音
が
先
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
後
か
ら
導
入
さ
れ
た
ア
ラ
ジ

ー
や
エ
ナ
ジ
ー
と
い
う
英
語
の
発
音
は
日
本
語
に
定
着
で
き
ず
に
い
る
。 

因
み
に
登
山
や
ス
キ
ー
に
関
す
る
用
語
は
ド
イ
ツ
語
が
多
い
。
ド
イ

ツ
語
圏
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
最
初
に
技
術
や
知
識
が
導
入
さ
れ
た
た

め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゲ
レ
ン
デ
、
ヒ
ュ
ッ
テ
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
、
ア
イ

ゼ
ン
、
ザ
イ
ル
、
ボ
ー
ゲ
ン
、
シ
ュ
プ
ー
ル
な
ど
、
登
山
や
ス
キ
ー
の

愛
好
家
の
間
で
は
ご
く
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
商
が
追

放
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
が
長
崎
の
出
島
で
日
本
と
の
貿
易
を
独
占
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
が
日
本
に
流
入
し
、
無
数
の
オ
ラ
ン
ダ
語
が
外
来
語

と
し
て
定
着
し
た
。
メ
ス
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
、
ピ
ン
ト
、
ス
ポ
イ
ト
、
ゴ

ム
、
コ
ッ
プ
、
ス
コ
ッ
プ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
エ
ー
テ
ル
、

ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
と
気
付
か
ず
に
口
に
し

て
い
る
言
葉
が
意
外
に
多
い
。メ
ス
を
入
れ
る
、オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
む
、

ピ
ン
ト
が
ぼ
け
る
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
外
来
語
を
含
む
慣
用
表

現
も
あ
る
。 

オ
ラ
ン
ダ
語 

 

英
語 

ビ
ー
ル  

 

ビ
ア 

コ
ッ
プ  

 

カ
ッ
プ 

ス
コ
ッ
プ 

 

ス
ク
ー
プ 

生
ビ
ー
ル
の
ビ
ー
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
語
風
の
発
音
で
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

の
ビ
ア
は
英
語
風
の
発
音
で
あ
る
。
二
ヶ
国
語
の
発
音
が
同
時
に
存
在
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し
て
い
て
使
い
分
け
て
い
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。 

 

オ
ラ
ン
ダ
語
の
コ
ッ
プ
は
水
を
飲
む
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
を
指
し
、
英

語
の
カ
ッ
プ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
優
勝
杯
や
、即
席
麺
の
容
器
な
ど
を
指
し
、

明
ら
か
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
昨
今
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

ガ
ラ
ス
製
の
容
器
を
グ
ラ
ス
と
呼
ぶ
人
が
多
く
な
り
、
コ
ッ
プ
は
や
や

古
臭
い
印
象
を
受
け
る
。 

 

オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
ス
コ
ッ
プ
は
土
を
掘
る
工
具
を
指
す
が
、
最
近

は
英
語
の
シ
ャ
ベ
ル
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
プ
に
相
当
す
る

英
語
は
ス
ク
ー
プ
で
、
新
聞
社
の
特
ダ
ネ
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
他
社
を
出
し
抜
い
て
未
知
の
情
報
を
真
っ
先
に
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り

出
し
た
と
い
う
状
況
の
描
写
と
思
わ
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
由
来
の
ス
コ

ッ
プ
と
、
英
語
由
来
の
ス
ク
ー
プ
は
同
じ
単
語
だ
が
、
発
音
や
カ
タ
カ

ナ
表
記
が
異
な
る
た
め
に
全
く
別
の
言
葉
と
思
っ
て
い
る
日
本
人
も
多

い
。 

 

室
町
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
や
貿
易
商
が
渡
来
し
、
日
本
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
化
を
伝
え
た
。
パ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
ボ
タ
ン
、
カ
ル
タ
、

タ
バ
コ
、
カ
ッ
パ
な
ど
、
四
百
年
以
上
も
使
い
続
け
て
い
る
と
、
外
国

語
臭
さ
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
日
本
語
に
定
着
し
た
西
欧
語
由
来
の

外
来
語
の
中
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
最
も
古
い
。 

 

城
郭
の
中
心
部
に
あ
る
高
層
の
建
物
を
天
守
閣
と
い
う
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
神
を
意
味
す
るD

EU
S

（
デ
ウ
ス
）
が
訛
っ
て
天
守
と
漢
字
で

表
記
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
天
守
閣
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
由
来
の

外
来
語
と
見
な
せ
る
。 

 

「
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
言
わ
な
い
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
全
く
反

応
を
示
さ
ず
、
何
の
応
答
も
な
い
状
態
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
ウ
ン
は

１
を
、
ス
ン
は
合
計
や
集
計
を
意
味
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
由
来
す
る

と
い
う
語
源
説
が
あ
る
。
つ
ま
り
最
初
か
ら
最
後
ま
で
何
も
言
わ
な
い

と
解
釈
で
き
る
。 
 

他
人
の
収
入
の
一
部
分
を
奪
っ
て
し
ま
う
行
為
を
「
ピ
ン
は
ね
」
と

い
う
。
ピ
ン
は
英
語
の
ポ
イ
ン
ト
（
点
）
と
同
じ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
由

来
し
、
最
初
や
最
上
の
も
の
や
頭
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
メ
ス
を
入
れ
る
や
、
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
む
な
ど
と
同
様
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も
天
守
、
ウ
ン
と
も

ス
ン
と
も
言
わ
な
い
、
ピ
ン
は
ね
な
ど
、
妙
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
語
の
中
の
外
来
語
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
、

独
、
仏
、
伊
な
ど
、
西
欧
諸
国
語
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
労
働
の
達
成

目
標
と
い
う
意
味
の
ノ
ル
マ
や
、
鮨
ネ
タ
の
イ
ク
ラ
は
ロ
シ
ア
語
に
由

来
す
る
。
ま
た
市
場
の
バ
ザ
ー
は
ペ
ル
シ
ャ
語
が
、
調
味
料
の
ケ
チ
ャ

ッ
プ
は
マ
レ
ー
語
が
語
源
と
言
わ
れ
て
お
り
、
少
数
な
が
ら
珍
し
い
国

の
言
葉
に
由
来
す
る
外
来
語
も
混
じ
っ
て
い
る
。 

 
長
い
歳
月
を
費
や
し
て
複
数
の
外
国
語
に
由
来
す
る
外
来
語
が
定
着

し
た
た
め
に
、
日
本
語
は
語
彙
が
豊
富
に
な
り
、
表
現
力
も
幅
広
く
な

っ
た
。
も
し
も
日
本
語
の
語
彙
が
源
氏
物
語
や
枕
草
子
な
ど
に
登
場
す

る
純
粋
の
大
和
言
葉
だ
け
だ
っ
た
ら
、
現
代
の
政
治
や
経
済
や
科
学
な
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ど
は
全
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
外
国
語
の
濫
用
は
嘆
か

わ
し
い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
外
国
語
を
消
化
・
吸
収
し
て
語
彙
を
増

や
し
、
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
駆
使
で
き
る
懐
の
深
さ
は
、
日
本

語
の
長
所
だ
と
私
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

 

六
世
紀
の
中
ご
ろ
に
百
済
の
王
仁
と
い
う
人
物
が
仏
典
や
千
宇
文
を

我
が
国
に
伝
え
た
と
い
う
歴
史
の
記
述
が
あ
る
。
漢
字
で
書
い
た
中
国

語
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
か
ら
、
理
論
的
に
は
外
来
語
の
定
義
に
当
て

は
ま
る
が
、
習
慣
的
に
漢
字
や
漢
語
は
外
来
語
と
は
呼
ば
な
い
。 

 

達
磨
（
だ
る
ま
）
と
久
遠
（
く
お
ん
）
と
老
若
男
女
（
ろ
う
に
ゃ
く

な
ん
に
ょ
）
と
い
う
読
み
方
に
何
か
共
通
点
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
達
は

発
達
、
上
達
、
達
人
、
達
筆
な
ど
、
常
に
「
た
つ
」
と
読
む
が
、
達
磨

の
達
に
限
っ
て
例
外
的
に
「
だ
る
」
と
読
む
。
実
は
韓
国
語
で
も
達
磨

を
「
ダ
ル
マ
」
の
よ
う
に
発
音
す
る
。
ま
た
久
遠
も
韓
国
語
で
「
ク
オ

ン
」
の
よ
う
に
発
音
し
、
男
女
（
な
ん
に
ょ
）
も
「
ナ
ム
ニ
ョ
」
の
よ

う
に
発
音
す
る
。
つ
ま
り
達
磨
や
久
遠
や
男
女
（
な
ん
に
ょ
）
な
ど
、

仏
教
用
語
の
読
み
方
は
、
韓
国
語
の
発
音
が
日
本
語
に
定
着
し
た
と
考

え
て
よ
い
。
つ
ま
り
達
磨
や
久
遠
も
韓
国
語
由
来
の
外
来
語
と
見
な
せ

る
。歴
史
的
に
見
る
と
、百
済
の
人
物
が
日
本
に
漢
字
を
伝
え
た
か
ら
、

日
本
人
は
最
初
に
韓
国
語
風
の
発
音
で
漢
字
を
学
ん
だ
と
い
う
仮
説
が

成
り
立
つ
。 

 

日
本
語
の
漢
字
の
読
み
方
に
は
、
呉
音
、
漢
音
、
唐
善
の
三
種
類
あ

る
と
、
国
語
の
授
業
で
教
わ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

明    
 

京   
 

兵 
 
 

正 

漢
音   

め
い   

け
い  

 

へ
い 

 

せ
い 

呉
音 
 

み
ょ
う 

き
ょ
う 

ひ
ょ
う 

し
ょ
う 

韓
国
語 

ミ
ョ
ン 

キ
ョ
ン 

ビ
ョ
ン 

ジ
ョ
ン 

漢
音
読
み
よ
り
も
呉
音
読
み
の
方
が
遥
か
に
韓
国
語
の
発
音
に
似
て

い
る
。
呉
音
読
み
は
仏
典
と
共
に
百
済
の
人
が
最
初
に
日
本
に
伝
え
た

発
音
だ
か
ら
、
韓
国
語
に
似
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。 

 

漢
音
は
呉
音
よ
り
も
後
の
時
代
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
日
本
語
の

漢
字
の
読
み
方
が
複
雑
な
の
は
、
呉
音
と
漢
音
が
共
存
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
例
え
ば
、
京
葉
線
の
京
は
「
け
い
」
と
読
み
、
埼
京
線
の
京

は
「
き
ょ
う
」
と
読
む
。
行
列
の
行
は
「
ぎ
ょ
う
」
と
読
み
、
行
進
の

行
は
「
こ
う
」
と
読
む
。
も
し
漢
字
に
一
字
一
音
の
原
則
が
貫
か
れ
て

い
れ
ば
、
国
語
学
習
は
極
め
て
楽
で
あ
る
。 

 

北
海
道
の
釧
路
湿
原
に
棲
ん
で
お
り
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
丹
頂
」
と
い
う
鶴
を
韓
国
語
でTU

RU
M

I

の
よ
う
に
発
音
す

る
。
日
本
語
化
す
る
と
ツ
ル
ミ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
鶴
見
と
い
う
地

名
は
恐
ら
く
丹
頂
が
棲
ん
で
い
る
土
地
に
由
来
す
る
と
想
像
で
き
る
。

ま
た
佐
渡
島
に
棲
ん
で
お
り
、
や
は
り
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
朱
鷺
（
ト
キ
）
と
い
う
鳥
を
韓
国
語
でTAO

G
I

の
よ
う
に
発
音
す

る
か
ら
、
ト
キ
の
語
源
も
韓
国
語
と
思
わ
れ
る
。「
朱
鷺
」
は
朱
色
の
鷺

と
い
う
日
本
風
の
宛
字
で
あ
る
。 

 

子
供
の
頃
「
ベ
ー
ゴ
マ
」
と
い
う
玩
具
で
遊
ん
だ
想
い
出
が
あ
る
。
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ベ
ー
ゴ
マ
を
漢
字
で
「
貝
独
楽
」
と
書
き
、
貝
を
「
べ
い
」
と
読
む
か

ら
、
韓
国
語
の
貝
の
発
音
の
「
ペ
ー
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
ベ
ー
ゴ
マ
は
鉄
製
だ
が
、
昔
は
恐
ら
く
円
錐
形
の
巻
貝
の
貝
殻

を
利
用
し
た
独
楽
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

群
馬
県
に
小
暮
（
こ
ぐ
れ
）
と
読
む
地
名
が
あ
る
。
高
句
麗
の
韓
国

語
の
発
音
の
「
コ
グ
リ
ョ
」
に
由
来
す
る
と
い
う
古
代
史
の
語
源
説
が

あ
る
。
韓
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
が
開
拓
し
た
土
地
と
言
わ
れ
て
い

る
。 

 

群
馬
県
に
勢
多
（
せ
た
）
と
い
う
地
名
も
あ
る
。
韓
国
語
で
鉄
を
セ
、

場
所
や
土
地
を
タ
あ
る
い
は
ト
の
よ
う
に
発
音
す
る
か
ら
、
セ
タ
は
鉄

の
場
所
、
つ
ま
り
鉄
を
採
掘
す
る
場
所
や
、
製
鉄
所
が
存
在
す
る
場
所

と
解
釈
で
き
る
。
実
際
に
勢
多
と
い
う
地
域
で
、
古
代
に
鉄
を
加
工
し

た
工
房
の
跡
と
思
わ
れ
る
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
全
国
各
地
に
瀬

田
や
瀬
戸
と
書
く
地
名
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
や
は
り
韓
国
語
の
鉄
に

関
連
の
あ
る
地
名
と
解
釈
で
き
る
。 

 

埼
玉
県
に
顔
振
（
こ
う
ぶ
り
）
と
読
む
峠
が
あ
る
。
く
ね
く
ね
と
曲

が
っ
て
い
る
状
態
を
表
す
韓
国
語
の
「
コ
ブ
ル
」
に
由
来
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
山
道
を
指
す
韓
国
語
の
「
コ
ブ
ル
」

に
顔
振
と
い
う
漢
字
を
当
て
た
と
解
釈
で
き
る
。 

 

瞬
間
的
に
光
る
ピ
カ
リ
や
、
背
が
高
い
ノ
ッ
ポ
も
、
韓
国
語
に
同
じ

よ
う
な
発
音
と
意
味
の
単
語
が
あ
る
か
ら
、
ピ
カ
リ
や
ノ
ッ
ポ
も
韓
国

語
由
来
の
外
来
語
と
見
な
せ
る
。
熊
（
く
ま
）、
島
（
し
ま
）、
鍋
（
な

べ
）、蜘
妹（
く
も
）な
ど
も
韓
国
語
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
発
音
で
あ
る
。 

 

私
の
住
む
高
崎
市
の
郊
外
に
観
音
山
と
い
う
小
高
い
丘
陵
地
帯
が
あ

る
。
子
供
の
頃
は
「
観
音
」
を
旧
仮
名
遣
い
で
「
く
ゎ
ん
の
ん
」
と
表

記
し
て
い
た
。
関
、
官
、
冠
、
寛
、
貫
な
ど
も
旧
仮
名
遣
い
で
は
「
く

ゎ
ん
」
と
仮
名
を
振
っ
て
い
た
。
但
し
看
、
干
、
間
、
幹
、
簡
な
ど
は

旧
仮
名
遣
い
で
も
現
代
国
語
と
同
様
に
「
か
ん
」
と
仮
名
を
振
っ
た
。

現
代
国
語
で
「
か
ん
」
と
仮
名
を
振
る
漢
字
を
、
歴
史
的
仮
名
遺
い
で

は
な
ぜ
「
く
ゎ
ん
」
と
「
か
ん
」
と
書
き
分
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
前
掲
の
漢
字
の
韓
国
語
の
発
音
を
調
べ
て
み
た
。 

韓
国
語 

日
本
語 

K
W

AN
 

く
ゎ
ん 

観 

開 

官 

冠 

寛 
K

AN
 

か
ん     

看 

千 

間 

幹 

簡 

驚
く
勿
れ
、
韓
国
語
のK

W
AN

とK
AN

と
い
う
発
音
が
、
旧
仮

名
遺
い
の
「
く
ゎ
ん
」
と
「
か
ん
」
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま

り
「
く
ゎ
ん
」
と
い
う
表
記
は
、
韓
国
語
の
発
音
の
忠
実
な
描
写
と
断

言
し
て
間
違
い
な
い
。
昔
の
日
本
人
は
韓
国
語
の
「
く
ゎ
ん
」
と
「
か

ん
」
の
違
い
が
識
別
で
き
た
か
ら
、
異
な
る
仮
名
表
記
を
当
て
た
と
思

わ
れ
る
が
、「
く
ゎ
ん
」
は
元
来
日
本
語
に
存
在
し
な
い
外
来
の
発
音
だ

か
ら
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
淘
汰
さ
れ
て
消
滅
し
て
し
ま
い
、
い
つ
し

か
「
か
ん
」
に
一
本
化
し
て
し
ま
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
韓
国
語
に
は
、

仮
名
文
字
で
ウ
ヮ
、
ウ
ィ
、
ウ
ェ
、
ウ
ォ
な
ど
の
よ
う
に
書
け
る
母
音

が
何
種
類
も
あ
り
、
母
音
の
数
が
日
本
語
よ
り
も
遙
か
に
多
い
。
私
が
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小
学
生
の
頃
は
、
ワ
行
を
「
わ
ゐ
う
ゑ
を
」
と
唱
え
て
お
り
、
現
在
は

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
「
ゐ
」
と
「
ゑ
」
と
い
う
仮
名
文
字
も
教
わ
っ
た
。

「
い
」
と
「
ゐ
」
や
、「
え
」
と
「
ゑ
」
や
、「
お
」
と
「
を
」
も
昔
は

異
な
る
発
音
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
発
音
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
異
な

る
仮
名
文
字
を
創
案
し
て
表
記
し
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

葉
（
え
ふ
）、
甲
（
か
ふ
）、
合
（
が
ふ
）、
劫
（
こ
ふ
）、
集
（
し
ふ
）、

雑
（
ざ
ふ
）、
答
（
た
ふ
）、
塔
（
た
ふ
）、
法
（
ほ
ふ
）、
入
（
に
ふ
）、

立
（
り
ふ
）
な
ど
、
現
代
国
語
で
「
う
」
と
書
く
が
、
歴
史
的
仮
名
遣

い
で
は
「
ふ
」
と
書
く
漢
字
が
あ
っ
た
。
韓
国
語
は
日
本
語
と
異
な
り
、

子
音
で
終
わ
る
単
語
が
あ
る
。
例
え
ば
Ｂ
で
終
わ
る
発
音
は
、
日
本
人

の
耳
に
は
「
ふ
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
前
掲
の
「
ふ
」
と
書
く
漢
字

の
韓
国
語
の
発
音
は
全
て
Ｂ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
歴
史
的
仮
名
遺
い
と

韓
国
語
の
発
音
が
ぴ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
。「
く
ゎ
ん
」
と
「
か
ん
」

の
関
係
と
同
じ
よ
う
に
、「
ふ
」
と
書
い
た
漢
宇
も
韓
国
語
の
発
音
の
忠

実
な
描
写
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
庶
民
の
日
常
生
活
に
縁
の
無
い
過
去

の
遺
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
、
韓
国
語
の
発
音
を

忠
実
に
反
映
し
て
い
る
貴
重
な
言
語
学
の
歴
史
資
料
と
し
て
活
用
で
き

る
と
私
は
評
価
し
て
い
る
。 

 

私
ど
も
は
外
来
語
と
い
う
と
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
西
欧
語
だ
け
と
考

え
が
ち
で
、
歴
史
を
遡
っ
て
も
江
戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
語
や
、
室
町
時

代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
し
か
論
じ
な
い
が
、
仏
教
用
語
の
読
み
方
や
、
日

本
各
地
の
地
名
や
、
歴
史
的
仮
名
遺
い
の
分
析
か
ら
、
日
本
語
に
影
響

を
与
え
た
最
も
古
い
外
来
語
は
韓
国
語
と
い
う
持
論
を
強
調
し
て
み
た

い
。
古
代
日
本
史
の
謎
を
解
く
方
法
論
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
語
に
定

着
し
た
韓
国
語
と
い
う
視
点
も
欠
か
せ
な
い
と
私
は
考
え
て
お
り
、
大

い
に
興
味
を
持
っ
て
独
学
で
韓
国
語
の
学
習
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。 

 

余
談
だ
が
、
日
本
語
の
語
彙
の
中
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
西
欧
語

の
外
来
語
と
、
中
国
語
に
由
来
す
る
漢
字
語
と
、
韓
国
語
が
語
源
と
思

わ
れ
る
単
語
を
除
け
ば
、
残
り
は
純
粋
の
大
和
言
葉
と
定
義
で
き
そ
う

だ
が
、
果
た
し
て
純
粋
の
大
和
言
葉
と
断
定
で
き
る
言
葉
が
、
日
本
語

の
語
彙
の
中
で
ど
の
く
ら
い
の
比
率
を
占
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本

語
の
語
彙
は
数
十
世
代
に
亘
っ
て
醸
成
さ
れ
た
混
血
語
だ
と
私
は
空
想

し
て
い
る
。
生
物
学
の
領
城
に
雑
種
強
勢
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
純
血

種
よ
り
雑
種
の
方
が
強
い
生
命
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

今
後
も
外
来
語
と
し
て
新
し
く
定
着
す
る
語
彙
が
増
え
続
け
れ
ば
、
日

本
語
の
未
来
は
薔
薇
色
だ
と
私
は
予
想
し
て
い
る
。 

 

 


